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県庁所在地でもある水戸市は、 徳川御三家の一つとして知られる歴史ある都市であり、＂魁の気性＂ （「何事をする

にも他に先んじて行う」という進取の気性）を持つ地域である。 投資詐欺の発生を契機に、i似或の特性をいかした

見守り活動を行っている。 消費生活センタ ー 長の田山氏並びに消費者サポータ ーの田山氏及び稔崎氏にお話を伺っ

た。

“魁（さきがけ）の気性
’

'あふれる、

水戸市安心•安全見守り隊

●水戸市はどんな特徴の地域でしょうか。

田山センタ ー長：水戸市は、 水戸徳川家の城下町として

繁栄し、 日本□名園の一つである偕楽園や弘追館等の歴

史的資源、 千波湖などの豊かな自然と都市的魅力を兼ね

備えた地域です。

また、 「魁の気性」を持つ地域でもあり、 水戸市とし

ても「魁のまち・水戸」を目指したまちづくりが行われ

ています。 その気性のためか勉強熱心な人が多く、 新し

いことや良い取組を積極的に取り入れていく姿勢がある

地域とも言えます。

●魁の気性という特徴がとても印象的ですね。 では、 水

戸市の羅近の消費者被害にはどのような特徴があるので

しょうか。

田山センタ ー長：近年、 市民生活を取り巻く環境は複雑

化しており、 特に情報通信技術の進展に伴い、 インター

ネットやSNSを利用した消費者被害が増加しています。
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※以下、 敬称略

▲偕楽園風棗

人口 268,843人（令和 6 年1月）

高齢化率 27.2％（令和 6 年 1 月）

協議会名 水戸市安心•安全見守り隊

担当課 市民協働部市民生活課

設置年 令和3年 (2021年）

設置形態 単独設置

構成団体数 211団体












